
謄
抄
本
・
そ
の
他
戸
籍
証
明
書
・
住

民
票
謄
抄
本
、
印
鑑
証
明
書
・
印
鑑

登
録
証
交
付
・
身
分
証
明
書
の
諸
証

明
書
（
町
制
施
行
証
明
書
）

※
た
だ
し
、
印
鑑
証
明
書
お
よ
び
町

制
施
行
証
明
書
以
外
は
、
本
人
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
と
な
る
本
人
確
認
書
類

写
真
付
き
の
官
公
庁
発
行
の
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

▼
問
合
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
サ

ー
ビ
ス
室
牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線

１
４
７
）
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現
在
、
町
で
は
お
勤
め
の
人
や
共

働
き
世
帯
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
試
行

的
に
一
部
窓
口
業
務
の
時
間
外
延
長

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間

を
次
の
内
容
で
更
に
延
長
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

▼
試
行
期
間

平
成
23
年
１
月
４
日

（
火
）
〜
６
月
20
日
（
月
）

▼
実
施
日
時

第
１
お
よ
び
第
３
月

曜
日
の
午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
実
施
日
が
祝
日
な
ど
で

閉
庁
の
場
合
は
、
翌
日
の
開
庁
日
と

な
り
ま
す
。

▼
実
施
窓
口

町
民
生
活
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
室

▼
業
務
内
容

戸
籍
謄
抄
本
・
除
籍

窓

口

窓
口
時
間
外
延
長
サ
ー
ビ
ス
の
試
行

来
年
６
月
ま
で
延
長

円
ま
で
と
し
、
１.

５
％
ま
で
の
利

子
補
給
額
を
限
度
に
３
年
間
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
請
は

初
年
度
１
回
の
み
で
す
。

▼
申
請
方
法

申
請
書
に
次
の
書
類

を
添
え
て
役
場
産
業
建
設
課
産
業
振

興
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
住
宅
建
設
資
金
な
ど
の

融
資
を
受
け
て
平
成
22
年
中
に
町
内

に
自
己
用
の
専
用
住
宅
を
新
築
ま
た

は
購
入
し
た
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
）
を
対
象
に
利
子
補
給
を
行

い
ま
す
。

対
象
金
額
は
融
資
額
の
３
０
０
万

住

宅

１
月
31
日
ま
で
に
手
続
き
を

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
住
宅
資
金
利
子
補
給

▼
受
付
期
間

１
月
５
日
（
水
）
〜

31
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
※
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。

※
期
間
以
外
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
８
）

【
添
付
書
類
】
①
住
宅
新
築
調
書
②

建
物
平
面
図
③
請
負
契
約
書
の
写
し

④
建
築
主
事
の
確
認
通
知
書
の
写
し

⑤
平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
⑥
住
民

票
抄
本
（
申
請
時
、
町
外
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人
）
⑦
融
資
機
関
（
銀

行
な
ど
）
の
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

で
あ
る
旨
の
証
明
書

※
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
①
と
⑦

の
用
紙
は
役
場
産
業
建
設
課
産
業
振

興
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

す
の
で
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
人
は
募
金
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
募
金
で
集
ま
っ
た
浄

財
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、
年

末
に
町
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
な
ど
へ
の
安
否
確
認
事
業
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
年
間
を
通
し

て
町
民
対
象
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

や
児
童
の
体
験
教
室
、
地
域
福
祉
の

充
実
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会
牲
54
・
３
９
３
０

こ
の
運
動
は
、
共
同
募
金
運
動
の

一
環
と
し
て
、
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の

も
と
、新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ

っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

を
推
進
し
ま
す
。

募
金
方
法
は
、
各
自
治
会
を
通
じ

て
集
金
し
ま
す
。

ま
た
募
金
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

意
志
を
尊
重
す
る
自
発
的
な
募
金
で

募

金

12
月
１
日
か
ら

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
実
施
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▼
表
彰
基
準

【
銅
章
】
５
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
の
人

【
銀
章
】
10
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
銅
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
章
】
15
年
以
上
無
事
故
・
無
違

反
で
銀
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
冠
銀
章
】
20
年
以
上
無
事
故
無

違
反
で
金
章
を
受
章
し
て
い
る
人

【
金
冠
金
章
】
30
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反
で
金
冠
銀
章
を
受
章
し
て
い

る
人

【
旭
日
金
冠
章
】
40
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反
で
金
冠
金
章
を
受
章
し

て
い
る
人

▼
対
象
者

渋
川
交
通
安
全
協
会
の

会
員
で
表
彰
基
準
を
満
た
し
て
い
る

人▼
申
込
期
間

【
役
場
受
付
】

12
月
24
日(

金)

ま
で

【
渋
川
交
通
安
全
協
会
受
付
】

１
月
14
日(

金)

ま
で

▼
必
要
な
も
の

印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
交
通
安
全
協

会
会
員
証
、
無
事
故
無
違
反
証
明
書

発
行
手
数
料
６
３
０
円

※
交
通
安
全
協
会
で
申
込
む
場
合

表

彰

平
成
23
年
春

優
良
自
動
車
運
転
者
表
彰
の
受
付
を
行
い
ま
す

環
境
美
化
推
進
協
議
会
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
と
環
境
美
化
の
推
進
を
図

る
た
め
、
古
タ
イ
ヤ
・
使
用
済
み
バ

ッ
テ
リ
ー
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日

12
月
18
日(

土)
▼
時
間

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

役
場
北
駐
車
場

▼
処
理
費
用

軽
・
普
通
自
動
車
10
〜
18
イ
ン
チ

１
本
　
２
０
０
円

２
〜
４
ト
ン
・
４
Ｗ
Ｄ
車

１
本
　
４
０
０
円

農
機
タ
イ
ヤ
　
１
本
　
５
０
０
円

ホ
イ
ル
　
　
　
１
本
　
２
０
０
円

バ
ッ
テ
リ
ー
　
１
個
　
１
０
０
円

※
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご
用
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
４
３)

回

収

リ
サ
イ
ク
ル
と
環
境
美
化
の
推
進

古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
の
回
収

は
、
無
事
故
無
違
反
証
明
を
各
自
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
４
４)

漆
原
水
土
里
保
全
協
議
会
で
は
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
農
地
な
ど
を
活

用
し
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
の
植
栽
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
漆
原
用
水
の
水
路

周
辺
の
景
観
形
成
と
荒
地
の
解
消
を

目
指
す
と
と
も
に
、
漆
原
水
利
組
合

と
地
元
育
成
会
お
よ
び
保
護
者
が
と

も
に
植
栽
な
ど
に
よ
る
景
観
形
成
や

環
境
保
全
を
協
同
活
動
と
し
て
行
な

う
こ
と
で
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
、

非
農
家
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
住
民

の
人
た
ち
に
農
地
や
農
業
用
施
設
な

ど
が
地
域
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

植

栽

漆
原
水み

土ど

里り

保
全
協
議
会

植
栽
活
動
を
実
施
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町
で
は
、
平
成
23
年
版
の
県
民
手

帳(

濃
緑
・
赤
・
ベ
ー
ジ
ュ)

お
よ

び
、
農
業
日
誌
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
、

新
農
家
暦
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

日
々
を
綴
る
１
冊
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
価
格

県
民
手
帳
　
　
　
　
　
５
０
０
円

農
業
日
誌
　
　
　
１,

４
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
１,

４
０
０
円

新
農
家
暦
　
　
　
　
　
４
９
０
円

▼
あ
っ
せ
ん
期
間

12
月
28
日(

火)

「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
平
成
22

年
12
月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
１
年
間

の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷

額
、原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
・
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
県
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪

問
し
て
、
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い

し
、
記
入
し
た
調
査
票
を
回
収
す
る

調
査
員
調
査
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
一

切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
記
入
な
ど
で
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務
政
策
課

政
策
室
ま
た
は
県
庁
企
画
部
統
計
課

経
済
産
業
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
政
策
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

県
庁
企
画
部
統
計
課
経
済
産
業
係

牲
０
２
７
・
２
２
６
・
２
４
１
０

今月の納税
固定資産税・・・・・４期
国民健康保険税・・・６期

介護保険料・・・・・６期
後期高齢保険料・・・６期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　１月４日(火)

納期限　12月27日(月)

ま
で
※
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

▼
あ
っ
せ
ん
場
所

役
場
総
務
政
策

課
窓
口
で
代
金
と
引
き
換
え

▼
問
合
せ
先

役
場
総
務
政
策
課
政
策
室

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
２
７
）

渋
川
北
群
馬
保
護
区
保
護
司
会

は
、
次
の
功
績
が
認
め
ら
れ
栄
え
あ

る
「
瀬
戸
山
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
学
生
の
生
の
声
を
聞
き
、
中
学

生
の
あ
る
べ
き
姿
を
と
も
に
話
し
合

う
こ
と
で
非
行
防
止
の
一
助
に
し
た

い
と
い
う
意
図
の
も
と
に
、
昭
和
54

年
か
ら
教
育
委
員
会
や
中
学
校
の
協

力
を
得
て
、“
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
”
強
化
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
在

校
生
、
教
諭
お
よ
び
保
護
司
が
参
加

す
る
座
談
会
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で

に
32
回
を
数
え
る
恒
例
か
つ
定
着
し

た
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
護
区
内
の
全
小
・
中
学
校
の
生
徒

を
対
象
と
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

始
め
、
入
選
作
品
を
作
文
集
と
し
て

発
刊
し
て
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
に

配
布
し
非
行
防
止
活
動
の
一
つ
と
し

て
成
果
を
上
げ
、
県
内
で
初
め
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

※
瀬
戸
山
賞
…
法
相
な
ど
を
歴
任

し
、
更
生
保
護
事
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
瀬
戸
山
三
男
氏
の
功
績
を
記
念

し
て
、
日
本
更
生
保
護
協
会
が
１
９

９
９
年
に
創
設
さ
れ
、
更
生
保
護
活

動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に

贈
ら
れ
る
。
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